

























































































































































































































































































































































































































































































































































































「めざせ！ 地域一番店」というプロジェクト名称でこの 5 年ほど活動をして
います。窓ガラス店は長年建築業者の下請けというスタイルで商売をしてきまし
たので職人意識が高い方々ばかりです。そのような方々に対して、今こそ「サー
ビス業意識に転換」してもらおうと取り組んでいます。時には失礼ながら、マナ
ーなどをお話しする機会もあります。これまでは建物がどんどん建てられる中に、
窓業者としてどれだけ参画できるかといった勝負でしたが、これからは建てられ
た建物をどれだけ「いい形でメンテナンス」するかが重要で、そこに地域のガラ
ス店が活躍する場はたくさんあると思っています。
webによる支援も、単に顧客のホームページ制作をお手伝いしているのではな
く、窓の存在について知っていながら、窓の役割・機能について知らない生活者、
に伝えようということで、窓のポータルサイト、「窓のコンシェルジュ madoka」
http://www.madocon.jp/ を開設しました。顧客の一つの悩みに対して、答えは一つ
ではありません。一つの悩みに対して、いろいろな知識を持っている人が、いろ
いろな角度から、また既にその商品を使われている方も、そこにアドバイス、助
言をするというコンセプトで、生活者の方に客観的に判断してもらえる仕組みを
目指しています。
そしてもう一つ、当社は卸です。でも、エンドユーザーである生活者とコンタ
クトを取らなくてよいのか、メッセージ発信をしなくてよいのかといえば、そう
ではありません。卸の立場でもできることがあります。「エコ窓普及促進会」と
022 ──和光大学総合文化研究所年報『東西南北2012』
いう環境省登録の地域協議会を設立し、マテックス株式会社という屋号とは違う
形で、地域レベルの環境フェア、エコフェアに出展しています。エコ窓の体感デ
モ、セミナー、相談会等を実施しています。将来的には地域のガラス窓専門店が、
我々のエコ窓普及促進会のイベントを、受け継ぎ、地域で活躍する姿を目指して
います。
自然にたとえるなら「一本の巨木」を育てるよりも、「豊かな森」を育んだほ
うがよいと思っています。業界全体が健全な姿で永続的に活動ができる、という
形を追求すると、そんな自然の姿に近くなるのではないかと思います。窓からエ
コを、省エネを考えるということは、単に省エネ商品を導入するという話ではあ
りません。それを担っている事業者が健全な活動をできているのか、また生活者
の方も、省エネ製品を導入すれば済むという安易な考え方ではなく、「住まい手」
として「住む工夫」をする、そんなやり方が必要ではないかと思います。それを
私たち業界が伝えるということが、ますます必要になってきます。
最後になりますが、一つ質問します。今日の一番大事な質問です。今日の話を
聞いて、少しでも窓に対する見方が変わったという方、手を挙げていただけます
か？（一同、手を挙げる）
ありがとうございます。これにて私の話を終わりとします。ご清聴ありがとう
ございました。
［まつもと ひろし］
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